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任天堂との新規ゲームタイトル共同開発に関するお知らせ 
 

当社は、平成24年５月16日に任天堂株式会社（以下「任天堂」という）との新規ゲームタイトル共同

開発について決議しておりましたが、今般、任天堂より平成24年12月８日に発売されたホームコンソ

ールゲーム機「Wii U」向けタイトルとして、当社のゲームブランド「アトラス」と任天堂「ファイアー

エムブレム」シリーズのコラボレーションを前提とした新作ロールプレイングゲーム（以下「ＲＰＧ」

という）を、任天堂と共同で開発することを下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．任天堂と共同開発する新規ゲームタイトルの概要 

 「アトラス」ブランドでは、「真・女神転生」シリーズや「ペルソナ」シリーズをはじめとして数多く

の人気タイトルを展開しています。特に「真・女神転生」シリーズにおけるゲームファンからの熱狂的

な支持と、「アトラス」ブランドによる高いコンテンツ創造力とゲーム開発力が、任天堂より高く評価さ

れ、今回の共同開発につながりました。 

昨年の本件プロジェクト着手より当社は鋭意開発を進めており、今後随時、任天堂よりユーザーの皆

様へ情報をお届けしていく予定です。 

 当社は従来、「アトラス」ブランドの自社タイトルのゲームを開発し販売することを進めて参りました

が、タイトルのマルチメディア展開の一環として、今回の共同開発を新しい試みの一つとして位置付け

ております。 

今回の共同開発により当社は、自社の保有するブランドの更なる展開を進めるとともに、有効なリソ

ース配置の最適化、並びに更なる収益の増加を図ってまいります。 

 

【「ファイアーエムブレム」シリーズについて】 

 平成２年に発売された「ファイアーエムブレム 暗黒竜と光の剣」からスタートし、現在シリーズ13

作が展開している “ シミュレーションＲＰＧの代名詞”とも言える任天堂のゲームタイトルです。 

 最新作「ファイアーエムブレム 覚醒」は、平成24年４月に発売されて以来、多くのゲームユーザー

に支持され、いまなおロングセラーとなっています。 

 

【「真・女神転生」シリーズについて】 

 平成４年に発売された「真・女神転生」からスタートし、「ペルソナ」シリーズなどの人気シリーズの

源流であるアトラス看板タイトルです。シリーズ約 10年ぶりの最新作となる「真・女神転生Ⅳ」は、ニ

ンテンドー３ＤＳ向けソフトとして、平成25年中の発売を予定しています。 

 



 

現在開発中の「真・女神転生Ⅳ」のゲームイメージ画像 

    
 

※その他記載された会社名、製品名などは、各社の登録商標もしくは商標です 

 

 

 ２．任天堂の概要 

（１） 商 号 任天堂株式会社 

（２） 本 店 所 在 地 京都市南区上鳥羽鉾立町11番地１ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  岩田 聡 

（４） 事 業 内 容 家庭用レジャー機器の製造・販売 

（５） 資 本 金 の 額 10,065百万円 

（６） 設 立 年 月 日 明治22年９月 

（７） 純 資 産 1,191,025百万円（平成24年３月31日現在） 

（８） 総 資 産 1,368,401百万円（平成24年３月31日現在） 

（９） 

大 株 主 

お よ び 持 株 比 率 

(平成24年３月31日現在) 

山内 溥 10.00％ 

ステート ストリート バンク アンド トラス

ト カンパニー 

（常任代理人 香港上海銀行東京支店） 

6.79％ 

株式会社京都銀行 4.50％ 

（10） 
当 事 会 社 間 の 

関 係 等 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 
同社と当社の間には、事業上の取引関係があり

ます。 

関連当事者へ

の該当状況 
関連当事者には該当いたしません。 

 

 

３．今後の見通し 

本件に伴う当期連結業績に与える影響は軽微であります。今後、本件による業績に重大な影響を与え

る変更があった場合、ただちにお知らせいたします。 

 

 

 

以 上 


